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15 歳以降（1991 年 1 月から 2013 年 12 月までの間）に cantilever 型腸骨移植を東京大学医学部
附属病院で施行された患者のうち，顔面写真，頭部 X線規格写真，CT 画像などを含む診療録で術
後経過を 6カ月以上追跡可能であった 65 人を対象とした。 
診療録より術後約 1週間，術後 6カ月，術後 1年以上で，有害事象の有無，追加手術の有無を後
ろ向きに調査した。性別は，男性 25 名女性 40 名であった。裂型は，片側性唇顎口蓋裂 39 名，両
側性唇顎口蓋裂 24 名，片側性唇顎裂 1名，両側性唇顎裂 1名であった。手術時年齢は，14 歳 11
カ月～45 歳 7 カ月（平均 21 歳 6 カ月）であった。また，65 例の対象症例の中で術前と術後 6カ
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